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１．ソフトバンクグループにおける
IP電話サービスの提供状況
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１ー（１） SBGにおける主なIP電話サービスの提供状況①

サービス名称 番号種別

Yahoo! BB ADSL 050番号

Yahoo! BB 光 with フレッツ 050番号

サービス名称 番号種別

ODN IPフォン 050番号

ケーブルライン 0AB-J番号

ソフトバンクBB株式会社

ソフトバンクテレコム株式会社
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CATV ADSL/光 ADSL

0AB-J番号 050番号

ソフトバンクテレコム
網

ソフトバンクBB
網

FLET’S光

１ー（１） SBGにおける主なIP電話サービスの提供状況②

ケーブルライン ODN IPフォン
Yahoo!BB光
withフレッツ

Yahoo!BB
ADSL

PSTN網
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１－（２） IP電話・ブロードバンドの利用動向
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２．IP電話ユーザの要望



7

現状、フレッツ上で利用できる0AB-J IP電話はNTT東西殿の「ひかり電話」のみ

競争事業者の参入により、サービスの多様化、ユーザの選択肢が増えることが望
まれる

２－（１）IP電話サービスに関する市場ニーズ

複数

事業者
サービス

アクセス

現状

NTT
東西殿

競争

IP電話

ISP

BB

アクセス

目指すべき方向性

NTT
東西殿

IP電話

ISP

BB

複数

事業者
サービス
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当該回線上での0AB-J IP電話の提供が可能なレベルとなっ
てきている

２－（１）IP電話サービスに係わるブロードバンド環境の変化

ベストエフォート回線のブロードバンド化に伴う通信品質向上

フレッツ上での弊社050番号IP電話サービス
「Yahoo!BB 光 with フレッツ」

⇒通話品質に関してのクレームはなく、安定的に運用
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約8ヶ月間、安定したClassA 音声品質を継続観測
【参考】NTT東西殿

ひかり電話

長期間継続データ

測定区間：札幌～福岡

２－（２）NGN（ベストエフォート区間）の品質測定結果①
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11

震災に強いＩＰ電話を積極的に普及させるため
品質確保策の多様化等、議論を進めるべき

2011/05/31 日本経済新聞 朝刊

ＩＰ電話は、音声をパケット
化してＩＰ網（データ通信網）
で送信するものであるた
め、輻輳が起きにくいとさ
れている。

総務省「大規模災害等緊急事態における通信確保の
在り方に関する検討会 最終取りまとめ」 p10

２－（３）震災に強いIP電話①
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２－（３）震災に強いIP電話②

※BBフォン 全トラヒックより集計
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ソフトバンク
テレコム網

NGN上での0AB-Jサービスイメージ

フレッツ光ネクスト
加入者宅

弊社TANTT /ONU

IPv6
ネイティブ

接続事業者

弊社SIPサーバ

PSTN網

着信課金

緊急通報

携帯

固定電話

0AB-J番号で発着信 番号ポータビリティ

IPv6で位置固定を実現 緊急通報、着信課金サービスへの接続

NTT東西殿
NGN

ベストエフォート区間

２－（４）ソフトバンクテレコムの考えるユーザ要望 実現案
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３．IP電話サービスの
品質に関する検討項目
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総合品質

接続品質

ＮＷ品質
品質基準を満たす

ことが可能

NTT東西殿
NGN

（ベストエフォート）

IPv6
ネイティブ接続

事業者

ソフトバンク
テレコム

同左

安定品質 検 討 課 題

３－（１）0AB-J IP電話サービスの品質に関する検討課題

「安定品質」と認められる新たな措置の検討が必要

OAB-J IP電話品質に関する弊社対応状況

安定品質とは・・・
アナログ電話用設備を介して提供される音声伝送役務と同等と規定

【現行】具体的な措置として、
・音声パケットの優先処理
・音声とデータの帯域分離

弊社での制御不可
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弊社の考える安定品質確保の具体的措置

３－（２）0AB-J IP電話サービスの安定品質の確保

①品質監視
ネットワーク監視技術によるNGNの

状態常時監視

③突発的な輻輳
への対策

迂回ルーティング機能

②慢性的な輻輳
への対策

自前設備による迂回
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IPv6ネイディブ事業者網

NTT東日本
NGN

NTT西日本殿
NGN

ソフトバンクテレコム網

リアルタイム表示

品質監視サーバ

結果レポート

品質監視サーバー端末間品質測定
・折返し往復での品質測定
--往復遅延、パケットロス、PESQ・ジッタ等

PINGによるNW品質測定
・PINGの受信、戻り状況でNW品質を測定

ソフトバンクテレコム網内に品質監視サーバを設置し、以下の品質測定を実施

①品質監視

１．品質監視サーバ～端末間の音声品質を測定。
２．端末向けのPINGによりNW品質を測定。
１．品質監視サーバ～端末間の音声品質を測定。
２．端末向けのPINGによりNW品質を測定。
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品質
測定値

期間

0AB-J
品質基準

2ヶ月以内

継続的にトレンド監視することにより

事前に品質低下を検知

①品質監視（迂回設備の設置の検討条件）

2ヶ月以内に0AB-J品質
基準を超える傾向の場合

暫定閾値

品質
測定値

期間

0AB-J
品質基準

暫定閾値

暫定閾値を超えたものは、

品質低下の予兆と判断し、詳細調査

暫定閾値を超える

迂回ルーティ
ングで救済
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品質低下を検知後、お客様宅へ自前回線を設置し、NGN区間の輻輳を回避

②慢性的な輻輳への対策（自前設備による迂回）

IPv6ネイディブ
事業者網

IPv6ネイディブ
事業者網

NTT東西殿
NGN

お客様宅

品質監視
サーバ

品質監視

直収電話設備

品質低下認定

NTT申請

ドライカッパ工事

宅内工事

変更手続き開始

10
営業日

足回り変更

自前回線を設置し、
回線切替

継続的な品質測定

収容局単位での重点監視

加入者情報移行

ソフトバンクテレコム網
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ソフトバンクテレコム
センター

加入者サーバ バックアップサーバ

バックアップ用回線

IPv6ネイディブ
事業者

ソフトバンクテレコム

専用線

加入者

TA

通常ルート

迂回ルート

輻輳

突発的な輻輳が起きた際、バックアップ用回線へのルートに切り替え、音声通信を確保

③突発的な輻輳への対策（迂回ルーティング機能）

NTT東西殿
NGN

通常ルートで
信号疎通不可

迂回

端末で自動的に
迂回ルートへ
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